
 

 

 

 

 

  

  

  

  
大規模災害が発生した場合、数多くの被災者が避難所に集まり避難生活を送ることが

予想されます。 
避難所の組織づくり、空間配置、災害時要援護者への対応など、避難所の運営について

は「避難所運営マニュアル」が作成されていますが、より一層理解を深めていただくため、西
部地域防災局では避難所運営を模擬体験できる教材として、避難所運営ゲーム「ＨＵＧ（ハ
グ）」を開発しました。 

現在、県及び市町防災関係職員や自主防災会を対象に試験運用を行っており、楽しく学
べる教材として改良を行っています。 

  
  避難所運営ゲーム「ＨＵＧ」の進め方 

～ 短時間に殺到する避難者をどのように誘導・配置するか！～ 

３．ゲームのポイント 
 避難者カードには、情報として避難者が抱える様々な事情が
書かれており、プレーヤーには避難者の事情に応じて適切に配
置することが求められます。 
 より実際に近づけるため、進行役は短時間で次々と避難者カ
ードを読み上げ、プレーヤーに余裕を与えないようにします。 
 避難者カード以外にも、避難所で想定される出来事が書か
れたイベントカードが混ぜられており、プレーヤーは避難者の配
置以外にも、避難所運営のための課題を処理しなければなり
ません。 
 ゲーム終了後に、避難者の配置方法やイベントの対処方法
などについて話し合いを行い、より良い避難所運営のあり方を
検討します。 

 
避難者カードと避難施設用紙 

次々とやってくる避難者を配置 

作戦会議 

２．ゲームの内容 
 進行役 1 名、プレーヤー３～４名とし、進行役が避難者の情
報が記載されたカードを順番に読み上げながら、プレーヤーに
渡します。 
 プレーヤーは、体育館や教室など避難者が生活するスペース
に見立てた用紙に、避難者カードを並べていきます。 
  
※ 避難者カード 1 枚の大きさを 1 人分の避難生活空間（約３㎡）と仮定し、 

この縮尺に見合うような避難施設の大きさの紙を用意してあります。 

１．ＨＵＧの目的 
ゲームは、とある町の避難所（小学校）が舞台となります。 
プレーヤーは避難所運営担当者となって、避難所に指定されて

いる体育館のほか、校舎や校庭など、学校の敷地を有効活用し
ながら、数多くの避難者を適切に配置できるか模擬体験します。



 

 

 

 


